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議事日程 

         諸般の報告 

      第１ 会議録署名議員の指名 

      第２ 会期の決定 

      第３ 議第９２号から議第１０８号まで一括上程 

         （令和３年度野洲市一般会計補正予算（第６号） 他１６件） 

          提案理由説明 

市長提出議案 

     議第 ９２号 令和３年度野洲市一般会計補正予算（第６号） 

     議第 ９３号 令和３年度野洲市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 

     議第 ９４号 令和３年度野洲市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 

     議第 ９５号 令和３年度野洲市介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 

     議第 ９６号 令和３年度野洲市水道事業会計補正予算（第２号） 

     議第 ９７号 令和３年度野洲市下水道事業会計補正予算（第１号） 

     議第 ９８号 令和３年度野洲市病院事業会計補正予算（第３号） 

     議第 ９９号 野洲市国民健康保険条例の一部を改正する条例 

     議第１００号 権利の放棄について 

     議第１０１号 指定管理者の指定につき議決を求めることについて（コミュニ

ティセンターぎおう） 

     議第１０２号 指定管理者の指定につき議決を求めることについて（コミュニ

ティセンターしのはら） 

     議第１０３号 指定管理者の指定につき議決を求めることについて（コミュニ

ティセンターみかみ） 

     議第１０４号 指定管理者の指定につき議決を求めることについて（コミュニ

ティセンターきたの） 

     議第１０５号 指定管理者の指定につき議決を求めることについて（コミュニ

ティセンターやす） 

     議第１０６号 指定管理者の指定につき議決を求めることについて（コミュニ

ティセンターなかさと） 
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     議第１０７号 指定管理者の指定につき議決を求めることについて（コミュニ

ティセンターひょうず） 

     議第１０８号 野洲市教育振興基本計画第３期の策定について 

 

開議       午前９時００分 

議事の経過 

（開会） 

○議長（荒川泰宏君） （午前９時００分） 皆さん、おはようございます。 

 ただいまから第５回野洲市議会定例会を開催いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 日程に入るに先立ち、諸般の報告を行います。 

 出席議員は１８人全員であります。 

 次に、本日の議事日程は、既に配付いたしました議事日程のとおりであります。 

 また、本定例会に説明員として出席通知のあった者の職、氏名は、お手元の文書のとお

りでありますので、ご了承願います。 

 次に、令和３年１１月１０日に開催されました令和３年第４回野洲市議会臨時会におい

て、本職は環境経済建設常任委員会委員となりましたが、議長は議会全体の統制者で、議

事の整理を行う職責から、常任委員会委員となることは適当でないと判断いたしました。

よって、本職は環境経済建設常任委員会委員を辞退する旨を表明いたします。 

 それでは、お諮りいたします。 

 本職が環境経済建設常任委員会委員を辞退することについて、ご異議ございませんか。 

            （「異議なし」の声あり） 

○議長（荒川泰宏君） ご異議なしと認めます。よって、本職は環境経済建設常任委員会

委員を辞退することに決しました。 

 （日程第１） 

○議長（荒川泰宏君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、第３番、石川恵美議員、第４番、

村田弘行議員を指名いたします。 

 （日程第２） 

○議長（荒川泰宏君） 日程第２、会期の決定を議題といたします。 
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 お諮りいたします。 

 本定例会の会期は、本日から１２月２３日までの２４日間にいたしたいと思います。こ

れにご異議ございませんか。 

            （「異議なし」の声あり） 

○議長（荒川泰宏君） ご異議なしと認めます。よって、会期は本日から１２月２３日ま

での２４日間と決定いたしました。 

 なお、会期中の会議予定につきましては、配付済みの会期日程のとおりですので、ご了

承願います。 

 （日程第３） 

○議長（荒川泰宏君） 日程第３、議第９２号から議第１０８号まで、令和３年度野洲市

一般会計補正予算（第６号）他１６件を一括議題といたします。 

 事務局長が議案を朗読いたします。 

○議会事務局長（田中千晴君） おはようございます。 

 朗読いたします。 

 議第９２号令和３年度野洲市一般会計補正予算（第６号）、他、補正予算６件。 

 議第９９号野洲市国民健康保険条例の一部を改正する条例。 

 議第１００号権利の放棄について、他、その他案件８件。 

 以上でございます。 

○議長（荒川泰宏君） 議案の朗読が終わりましたので、市長の提案理由の説明を求めま

す。 

 市長。 

○市長（栢木 進君） 議員の皆さん、おはようございます。 

 本日ここに、令和３年第５回野洲市議会定例会を招集いたしましたところ、議員の皆様

には全員出席を賜り、厚く御礼を申し上げます。 

 それでは、本議会に提案いたします議案について、ご説明申し上げます。 

 本定例会におきましては、議案としまして、補正予算７件、条例改正１件、その他９件

の合計１７件を提案いたしますので、ご審議をよろしくお願いいたします。 

 議第９２号から議第９８号までの令和３年度一般会計、特別会計、事業会計補正予算に

ついて、ご説明申し上げます。 

 まず、議第９２号令和３年度野洲市一般会計補正予算（第６号）は、歳入歳出予算それ
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ぞれに１億１，１０８万７，０００円を増額します。 

 歳出の主な内容は、総務費で基金積立費について、市営住宅小篠原団地の敷地を一部売

却した収入を市営住宅の整備、修繕及び改良に充てるための市営住宅整備基金積立金とし

て２６８万９，０００円の増額を、自治振興費について一般財団法人自治総合センターの

助成金が不採択となったため、補助金２，４３０万円を減額します。 

 民生費では、障がい者自立支援事業費について、サービス利用者の増加により障がい者

に対する訓練等給付費及び補装具費で４，５００万円を、障がい児給付費で２，１９７万

１，０００円を、介護保険事業特別会計繰出金について、介護サービス給付費等の増額に

より３，５３５万５，０００円を増額します。 

 農林水産費では、農地費について農業用ため池の擁壁を修繕するため、修繕料２０２万

４，０００円を追加します。 

 商工費では、観光振興事業費について、平家フォーラムの開催規模拡大により事業委託

料５０万円を増額します。 

 土木費では、道路維持工事費について、路面劣化の激しい市道を修繕するため、工事請

負費４９６万１，０００円を増額します。 

 教育費では、私立幼稚園運営費について、私立幼稚園や私立認定こども園に通園する児

童数の増加により施設型給付費６４１万７，０００円を増額します。 

 このほか、人事異動に伴う各費目の人件費の増減により５，９８６万円を減額します。 

 次に、歳入の主なものについては、国県支出金では、障害者自立支援事業の訓練等給付

費等の増額に伴い、国庫負担金２，２５０万円、県負担金１，１２５万円を増額、障害児

給付費の増額に伴い、国庫負担金１，０９８万５，０００円、県負担金５４９万２，００

０円を増額、子どものための教育・保育給付交付金の増額に伴い、国庫交付金２３６万７，

０００円、県交付金２０２万５，０００円を増額、また新型コロナウイルス感染症対応地

方創生臨時交付金３，３２０万５，０００円を増額します。 

 その他、コミュニティバスの運行経費を支援する県補助金２１７万５，０００円を追加

します。 

 財産収入では、市営住宅小篠原団地の敷地の一部を売却することに伴う不動産売払い収

入２６８万８，０００円を追加します。 

 諸収入では、一般財団法人自治総合センターの助成金が不採択となったため、助成金２，

４３０万円を減額します。 
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 市債では、総合体育館改修事業に係る起債の種別の変更に伴い、体育施設整備事業債１，

６４０万円を減額し、公共施設等適正管理推進事業債１，９００万円を増額します。 

 債務負担行為では、野洲駅南口複合商業施設整備事業支援業務に係る費用について１，

５００万円を上限額として設定を、総合体育館大規模改修事業に係る費用について８億９，

４００万円を上限額として設定し、追加します。 

 次に、議第９３号令和３年度野洲市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）は、

歳入歳出予算それぞれに３，４６４万６，０００円を増額します。主な補正の内容は、歳

出において、一般被保険者高額療養費及び葬祭費の増額に伴い、保険給付費及び補助金３，

０５０万円を増額し、人事異動による人件費を４２２万３，０００円増額します。歳入に

おいては、保険給付費等の増加に伴い、県支出金を３，０５０万円、人件費に係る繰入金

を４２２万３，０００円それぞれ増額します。 

 次に、議第９４号令和３年度野洲市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）は、歳

入歳出予算それぞれに７４５万３，０００円を減額します。補正の内容としましては、人

事異動による人件費の減額に伴い、歳入歳出ともに７４５万３，０００円を減額します。 

 次に、議第９５号令和３年度野洲市介護保険事業特別会計補正予算（第２号）は、歳入

歳出予算それぞれに１億７９７万２，０００円を増額します。主な補正の内容としまして

は、歳出において、保険給付費では地域密着型介護サービス給付費が当初の計上額を大き

く上回る実績で推移していることから８，７００万円を増額し、介護予防住宅改修費給付

費及び特定入所者介護サービス給付費も同様であることから、それぞれ４４０万２，００

０円と１，４００万円を増額します。歳入においては、給付費の増額等に伴い、国庫支出

金を２，６１３万５，０００円、支払基金交付金２，８７３万６，０００円、県支出金１，

４００万４，０００円を増額し、一般会計繰入金１，３３０万３，０００円を増額します。 

 次に、議第９６号令和３年度野洲市水道事業会計補正予算（第２号）は、予算第３条の

収益的支出を１２１万減額し、予算第４条の資本的支出を１０６万６，０００円増額する

とともに、債務負担行為を追加します。補正の内容としましては、人事異動に伴う影響額

を補正します。債務負担行為については、南桜水源地送水ポンプ修繕事業に係る費用につ

いて、３８０万円を上限として設定し、追加しようとするものです。 

 次に、議第９７号令和３年度野洲市下水道事業会計補正予算（第１号）は、予算第３条

の収益的収入を９，６４９万円増額し、収益的支出を３４１万９，０００円増額し、予算

第４条の資本的支出を１５１万２，０００円増額します。補正の内容としましては、流域
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下水道維持管理負担金の精算による返還金及びこれに伴う消費税を増額し、人事異動に伴

う影響額を補正します。 

 次に、議第９８号令和３年度野洲市病院事業会計補正予算（第３号）は、予算第３条の

収益的収入及び支出をそれぞれ２，５１６万５，０００円増額し、予算第４条の資本的収

入を６５１万円減額し、資本的支出を１，３０２万円減額します。主な補正の内容としま

しては、収益的収入及び支出では、新型コロナウイルス感染症対応に係る国庫補助金等を

追加し、必要となる物品購入費を増額します。また、人事異動に伴う影響額を補正し、新

型コロナウイルス感染症対応に係る手当の増額及び執行残高が見込まれる経費を減額し、

安全、安心な医療を提供する上で早急に対応が必要となる施設修繕費を増額します。資本

的収入及び支出では、人事異動に伴う影響額を補正し、一般会計からの出資金を減額しま

す。 

 議第９９号野洲市国民健康保険条例の一部を改正する条例について、ご説明申し上げま

す。 

 本議案は、健康保険法施行令の一部が改正されたことに伴い、出産育児一時金の支給額

について所要の改正を行うものです。概要としましては、分娩に関連して発症した重度脳

性麻痺を補償対象としている産科医療補償制度の見直しにより、当該制度の掛金が１万６，

０００円から１万２，０００円に引き下げられることとなりましたが、これを含めて、支

給している出産育児一時金の支給総額については、少子化対策としての重要性に鑑み、４

２万円を維持すべきとされたことから健康保険法施行令が改正され、支給額が４０万４，

０００円から４０万８，０００円に引き上げられたことに伴い、本条例についても同様に

出産育児一時金の支給額を４０万８，０００円に引き上げるものです。 

 なお、本条例は令和４年１月１日から施行します。 

 議第１００号権利の放棄について、ご説明申し上げます。 

 本議案は、昭和６０年から６２年にかけて、当時の野洲町が医療法人社団御上会に地域

医療振興資金９億円を貸し付け、野洲市地域医療振興資金貸付条例に基づき、償還されて

きましたが、同法人は令和元年６月３０日に解散し、本市に事業譲渡をしているため、同

法人は財産を保有しておらず、返済が困難であること、また本市は同法人の清算人らが元

職員らに対し、退職医療金名目で金銭を支出した件について、令和２年５月１３日に損害

賠償請求を提訴しましたが、本年７月７日に和解が成立し、このたび債権の額が確定した

ことから、地域医療振興基金の未償還金１億３，２２２万６，４５９円の権利を放棄する
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ことについて、地方自治法第９６条第１項第１０号の規定に基づき、議決を求めるもので

す。 

 議第１０１号から議第１０７号、指定管理者の指定につき議決を求めることについて、

ご説明申し上げます。 

 平成１８年４月１日から指定管理者制度を導入しております各コミュニティセンターに

ついて、令和４年３月３１日に指定管理の指定期限を迎えるに当たり、期間を令和４年４

月１日から令和９年３月３１日までの５年間と定め、指定管理者を指定することについて、

地方自治法第２４４条の２第６項の規定に基づき、議決を求めるものです。 

 なお、これまで指定管理者として各学区の自治連合会長を、コミュニティセンターぎお

うは、平成２４年４月１日より、妓王まちづくり推進協議会長をそれぞれ指定しており、

いずれも地域コミュニティ活動の拠点施設として、地域の特性を活かした特色ある運営と

適正な管理をしていただいておりますことから、引き続き、各自治連合会と妓王まちづく

り推進協議会を指定しようとするものです。 

 議第１０８号野洲市教育振興基本計画第３期の策定について、ご説明申し上げます。 

 本議案は、教育基本法第１７条第２項の規定に基づき策定した野洲市教育振興基本計画

第２期が、平成２８年４月の策定から５年を経過することから、今後５年間の教育分野に

おいて、引き続き取り組むべき課題や近年の社会情勢や教育環境等の変化により生じた新

たな課題等に対応していくための目指すべき方向や取り組むべき施策について定める野洲

市教育振興基本計画第３期を策定するに当たり、野洲市議会基本条例第１１条の規定に基

づき、議決を求めるものです。 

 以上、提案理由とさせていただきます。 

○議長（荒川泰宏君） 以上で本日の日程は全て終了いたしました。 

 お諮りいたします。 

 明１２月１日から１２月６日までの６日間は、議案調査のため休会といたしたいと思い

ます。これにご異議ございませんか。 

            （「異議なし」の声あり） 

○議長（荒川泰宏君） ご異議なしと認めます。よって、明１２月１日から１２月６日ま

での６日間は休会することに決定いたしました。 

 なお、念のため申し上げます。来る１２月７日は午前９時から本会議を再開し、議案質

疑、一般質問を行います。 
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 本日はこれにて散会いたします。（午前９時２２分 散会） 
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